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建  物  外  観

１．はじめに

　兵庫県姫路市は、姫路城などの観光と、スポーツや

コンベンションを連携させた国際観光都市を目指して

います。その中核拠点として、2021年9月に完成したの

が姫路市文化コンベンションセンター「アクリエひめ

じ」です。大中小3つのホールと広さが4,000㎡の展示場、

10室の会議室、スタジオなどで構成されています。

　建物2階にある文化ホールは、播磨圏域初となる、

2,010席を有する大規模ホールです。播磨の文化芸術の

拠点として、国内外のコンサートなどの音楽公演や舞

台芸術をはじめ、講演会など多彩な催事に対応してい

ます。客席は3層形式で、ステージまでの距離を感じさ

せない、臨場感溢れる空間を生み出しています。

　建物1階にある文化ホールは有効高約10mの大型無柱

空間となっており、3分割が可能で、催しの規模に応じ

てフレキシブルに利用できます。自由度の高い開放的

なスペースは、大規模な式典、大会、イベントショー

など、様々な用途にご利用いただけます。

　施設西側に広がる公園（キャスティ 21公園）は、都心

部における緑とうるおいの空間を創出しています。姫

路駅からつながる屋根付きの連絡通路は、公園を経て

センター 2階のメインエントランスに直結する、安全

で快適な魅力ある歩行者空間となっています。

２．建物概要

所　在　地：兵庫県姫路市神屋町143番地2

建　築　主：姫路市

設　　　計：株式会社 日建設計

施　　　工：株式会社 竹中工務店

建 築 用 途：劇場等文化施設

敷 地 面 積：36,423㎡

建 築 面 積：17,079㎡

延 床 面 積：29,000㎡

構　 　造：S 造（ 一 部 、 R C 造 、 S R C 造 ）

階　床　数：地下1階、地上5階、棟屋1階

建　屋　高：35ｍ

工　　　期：2018年10月～ 2021年2月

竣　　　工：2021年2月

３．昇降機設備

　昇降機設備は、エレベーター 4台が設置されています。

　乗用号機は、建物内の雰囲気に合わせて、エレベーター

乗場、かご内ともにステンレスバイブレーション仕上げ

にて意匠を統一しており、展望窓から吹き抜けを一望で

きる造りとなっています。

　また、かごの外装パネルや昇降路内機器については建

物内の雰囲気に合わせて、落ち着いた色に塗装されてい

ます。

　EV1a、EV2b号機は木目調のフローリングと電球色の

LED照明による温かみのある空間となっています。かご

内手すりは側面、背面ともに利用者が持ちやすい形状に

設計されており、背面ミラーの採用と併せて、安全、安

心にご利用いただける仕様となっています。

フロア全体が利用されない場合があるため、一部の号

機にはセキュリティカードと連動したサービス階切り離

し機能を設置しています。
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EV1a、EV2b号機　　2階エレベーターホール EV1a、EV2b号機　　かご内

EV2号機　　2階エレベーターホール EV2号機　　かご内

エレベーター仕様（計 4台）

号機 用途 制御方式 運転方式
積載質量
（kg）

定員
（名）

速度
（m/min）

台数
（台）

停止階床数
（サービス階）

メーカー 備考

EV1a、 

EV2b
乗用 インバーター 群乗合全自動方式 1600 24 90 2 5(1 ～ 5)

東芝

展望用 

車いす仕様

EV1c 人荷用 〃 乗合全自動方式 1400 21 90 1 4(1 ～ 4)

EV2 乗用 〃 〃 1900 29 90 1 3(1、2、4)
展望用 

車いす仕様




